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2016-2017 RI 会長:ジョン F. ジャーム RI2570 地区ガバナー:前嶋修身  会長 : 西山祐三 幹事 : 吉沢誠十 

第6号 ２931回例会 ２０１6年 8月 18日（木） 

 

前嶋修身ガバナー公式訪問例会開催 

＜ビジター・ゲスト＞ 

第 2570 地区ガバナー 熊谷ロータリークラブ 前嶋  修身  様 

第 3 グループガバナー補佐 所沢東ロータリークラブ 野本  俊光 様 

第 2570 地区幹事 熊谷ロータリークラブ 飯塚  幸一 様 

第 2570 地区副幹事 熊谷ロータリークラブ 小林   肇  様 

2017～18 年度派遣Ｒ財団奨学候補生  須山 恵理香 様 

国際ロータリー第 2570 地区ガバナー訪問   於;武蔵クラブ 
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★☆★会長の時間 西山祐三会長 
 

本日はガバナー公式

訪問で前嶋ガバナーを

お迎えしての例会、そ

してクラブ協議会でご

ざいます。前嶋ガバナ

ーようこそお越しくだ

さいました。 

 

８月６日から始まりましたリオ・オリンピ

ック、地球の反対側で時差が 12 時間、従いま

して日本では真夜中の放送となり、寝不足の

人が多数いらっしゃるようです。ちなみに、

私は会社で仕事が進まなくて困っております。

2012 年ロンドンオリンピックでは、選手は

293 人、役員 221 人、合計 514 人選手団でし

た。今回のリオには選手 338 人、役員 263 人、

合計 601 人の参加となってます。ロンドンに

おいてのメダル獲得数は史上最多の 38 個、

(金メダル７個、銀メダル 14 個、銅メダル 17

個、計 38 個)です。今回は昨日現在、メダル

獲得数は 29 個、(金メダル７個、銀メダル４

個、銅メダル 18 個)となってます。未だ数日

有りますので最多獲得数になるのではないか

と思っています。 

本日は前嶋ガバナーにお越しいただきまし

た。2016～2017 年度ＲＩ会長ジョン・ジャー

ム氏のテーマは、「人類に奉仕するロータリ

ー」となっております。 

2570 地区、前嶋修身ガバナー方針は「知恵と

元気を」そして地区の重点方針として 

1. 会員を増やそう 

2. クラブ例会の充実と出席率の促進を 

3. 地域の人々にロータリーを知っていただ

こう(公共イメージと認知度の向上を） 

4. ｢ロータリー財団 100 周年」を記念して財

団への理解を深めよう 

ほかにも多数の重点方針もありますが、努力

してまいりたいと思います。 

後ほど、第３回クラブ協議会では３グループ

に分かれ、以下のテーマでディスカッション

をして頂きたいと思います。「クラブを発展

させる」 「財団創立１００周年を迎えます。

財団の未来のために」 「充実した人生を送

る」にはの３つのテーマです。どうぞ宜しく

お願いいたします。 

ガバナーの重点項目の中の「地域の人々に

ロータリーを知っていただこう」に該当する

と思いますが、８月２６日（金）午後４時に

入間市教育長あて小学校におけるＩＴ教育促

進としてのタブレットを、豊田社会奉仕委員

長はじめ会員の皆様方と寄贈に参る予定とな

っております。皆様ご参加のほど宜しくお願

い申し上げます。 

 

 

★幹事報告 吉沢誠十幹事 
① ロータリー財団 100 周年記念チャリティ 

ゴルフ大会開催ご案内 

平成 28 年９月 29 日(木)

熊谷ゴルフクラブ 

② 2570地区2016～2017年 

 度地区大会ご案内 

第１日 11月５日(土) 

ホテルガーデンパレス 

第２日 11月６日(日) 

熊谷文化創造館 さくらめいと 

 

 

 

＜出席報告＞ 一柳達朗委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

42 名 30 名 81.08％ 83.78% 

事前欠席連絡 11 名 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 繁田光ＳＡＡ 

飯塚幸一様、小林肇様～ 

本日はよろしくお願いい

たします。 

 

西山祐三君、吉沢誠十君、

繁田光君、石川嘉彦君、

水村雅啓君、粕谷康彦君、

細淵克則君、吉永章子君、

関谷永久君、加藤国夫君、齋藤栄作君～ 

ガバナー 前嶋修身様、ガバナー補佐 野本俊

光様入間ＲＣへようこそお出で下さいました。

本日は宜しくお願いします。 

 

忽滑谷明君～ 

前嶋ガバナーようこそ、8/14 米山秩父音頭あ

りがとうございます。 

 

本日\14,000 累計\173,000 
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素晴らしい

作品を見せて

いただき、あり

がとうござい

ます。北村西望

さんの書がご

ざいましたが、

熊谷駅にも西

望さんの作品

がありますの

で、機会がござ

いましたらご

覧になってく

ださい。又、地

区役員をされている皆様にはこの場をお借り

してお礼申し上げます。 

本日はジョン・ジャームＲＩ会長のテーマ

｢人類に奉仕するロータリー」と地区のテーマ

｢知恵と元気を｣についてお話しいたします。 

ジョン・ジャームさんのテーマメッセージの

一説に「毎週、世界 34,000 以上のクラブのロ

ータリアンが、語らい、笑い、アイデアを分

かち合うために集います。しかし、私たちが

集う一番の理由は、最も大切な目標、すなわ

ち「奉仕」のためです。」この一文に今年の

テーマがよく表れていると私は考えています。 

18 世紀にヨーロッパできたクラブとは？

①社交目的②職の団体③人的を目的として野

外で活動する④奉仕を目的ではないでしょう

か。日本のロータリークラブは会員の親睦交

流と目的がバランス良くとれているクラブで

す。ロータリークラブは楽しくなければクラ

ブではない。奉仕の目的を忘れればロータリ

ーでないと私は思っています。 

本年度、私は皆さんの知恵と元気を頂いて

クラブを活性化したいと思いテーマを決めま

した。重点方針として 

(1)会員を増やそう。 

残念ながら第 2570 地区の会員数の減少は止

まっていません。減少傾向にあった日本全体

でも 2012－2013 年度に底を打ちました。ま

た、今年度に入ってから、第１ゾーン（埼玉

県から以北の北海道までの地区）において当

地区のみがマイナスとなっています。日本で

も有数の人口と経済が安定している首都圏に

位置している地区として残念な結果となって

いますが、潜在能力は十分にあると確信して

います。どのような団体でも会員数が減ると、

例外なくパワーが減ってしまい、元気が出ま

せん。仲間が減るのは寂しいことです。財政

面からは、行事一つをとっても徐々に制約を

受けています。 

(2)クラブ例会の充実と出席率の促進を 

例会での楽しい会員同士の交流はクラブの原

点です。交流・親睦なくしてクラブは存在し

ません。楽しい例会、有意義な例会にするた

め、プログラム委員会、クラブ理事会で更な

る知恵を出していただきたいのです。また、

クラブ例会の出席率向上は、良い循環として

交流の機会が深まり退会防止に結び付きます。 

(3)地域の人々にロータリーを知っていた

だこう（公共イメージと認知度の向上を） 

クラブが所在する地域の人々に対し、ロータ

リーをよく知っていただく広報や活動を、知

恵を持ち寄り工夫しましよう。ロータリーは

広く「よいこと」をしているのに、現実の問

題として、地域の人々にロータリーは余り認

知されていません。地域社会への貢献である

社会奉仕活動は、“公共イメージと認知度の

向上”を目指す広報と密接な関係があります。

活動自体が認知度の向上となります。 

私の好きな歌で「あれを見よ 深山の桜 咲

きにけり 真心尽くせ 人知らずとも」この句

はロータリアンを表していると私は思ってい

ます。皆さんが活動を周りの方々に話し、メ

ディアを使って是非広報を行ってください。 

(4)「ロータリー財団 100 周年」を記念して 

財団に関し理解を深める記念行事を企画し、

併せて財団補助金（地区補助金、グローバル

補助金）のクラブでの活用と、会員の財団へ

の寄付にご協力願います。 

最後にご報告とお願いがあります。 

1.規定審議会の改定がありましたが、早いう

ちに地区としての統一見解を考えておりま

すので少しお待ちください。 

2.ホームページを新しく作りましたので、是

非ご覧になって、ご意見をお寄せください。 

3.ガバナー月信 3 号からはオールカラーで掲

載いたしますので投稿をお願いします。 

4.交換留学生、財団派遣留学生、米山奨学生

にご協力ください。 

5.地区大会では田中作次さんが講演をされま

す。お話を短く、質問を多く受けて頂けます

ので、大勢の参加宜しくお願い致します。 

■■■ガ バ ナ ー 公 式 訪 問 卓 話■■■ 

国際ロータリー第２５７０地区 ガバナー  熊谷ロータリークラブ 前嶋 修身 様 
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発行 入間ロータリークラブ 
■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email   iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30 ■会報委員：大野賢次 石川嘉彦 摂田順一 白幡英悟 

ガバナーの公式訪問を歓迎

して、恒例の「ロータリー美術

館」を開催。齋藤金作会員、吉

沢誠十会員、滝沢文夫会員、水

村雅啓会員、加藤国夫会員、忽

滑谷明会員、後藤賢治会員、晝

間和弘会員、一柳達朗会員の説

明を聞きながら美術品・写真を

楽しんでいただきました。 

クラブ協議会は、RLI 方式を採用し討論会形式で行いました。 

齋藤(栄)会員･細淵会員・関谷会員のデスカッションリーダーの元、 

① ｢クラブを発展させる｣会員増強がなぜ必要か、自分が所属するクラブの魅力は何か  

② ｢財団創立 100 周年を迎えます財団の未来の為に｣財団についてどんなことを理解してい

るか 財団を支援し寄付を推進することに対し、どのような考えを持っているか  

③ ｢充実した人生を送る｣には ロータリアンでいることが自分の人生に関係あるか そのこ

とを一般の人々に伝えるには 

3 グループに分かれ 3つのテーマについて、どのように認識しているか。過去にどのような

活動をしているか。今後どのような活動をしたいか等の活発な意見交換がされました。 

前嶋ガバナーからは、30代から 90代までバランスのとれたフレンドリーなクラブで、人材

の宝庫であるとお言葉を頂きました。又、財団 100 周年の機会を設けてロータリーを理解し

てもらう活動をしたいとガバナーから直接お考え・ご指導を頂きました。 

最後に年度会長賞にも関係していますが、ロータリークラブ・セントラルの登録等、オンラ


